
１ 母子保健事業

(1) 母子健康手帳交付

妊娠届等より交付 1,073件

(2) 母子保健推進員活動

母子保健事業の一環として米子市内の助産師等有資格者と委託契約を結び、次のとおり事業を推進した。

ア 母子保健推進員 15名

イ 推進員による家庭訪問件数 1,777件

(3) 養育支援訪問事業

産後や様々な要因で養育が困難な家庭に対して、養育訪問支援員（保健師、助産師、栄養士、保育士等）が訪問し、育

児に関する技術指導、養育者の精神的サポートを行い、養育上の諸問題の解決・軽減を図った。

延べ訪問件数 911件

(4) 妊婦健康診査

妊婦の方に対し、妊婦健診の公費助成を一人あたり、上限14回実施した。

ア 妊婦一般健康診査

(ｱ) 受診票交付者数 1,079人

(ｲ) 受診者数及び受診結果

※「異常あり」には、妊娠貧血、骨盤位等含む。

（内訳）訪問事業名 件数

新生児及び乳児指導

妊婦及び産婦指導

896件

881件

受診者数
受診結果

異常なし 異常あり

第１回目 1,038人 999人 39人

第２～５回目、第８～14回目
9,677人

（延べ人数）
9,062人 615人

第６回目（ヒト T 細胞白血病ウイルス

（HTLV-1）抗体検査を含む）
995人 870人 125人

第７回目（B群溶血性レンサ球菌（GBS）検

査を含む）
928人 837人 91人

クラミジア検査

(１人あたり１枚交付、第１～14回目のい

ずれかの受診票と使用)

1,049人 1,031人 18人

こ ど も 総 本 部 こ ど も 相 談 課



(ｳ) Ｂ型肝炎母子感染防止事業

Ｂ型肝炎ウイルスキャリアの早期発見をし、母子感染を未然に防ぐことに努めた。

受診者数 1,040人

陽性者 １人

(ｴ) 子宮頸部がん検診(平成20年度から実施)

子宮頸部がん検診により、子宮頸部がんの早期発見に努めた。

受診者数 995人

要精検者 15人

イ 多胎妊娠妊婦健康診査

多胎妊娠妊婦の方に対し、妊婦健診の公費助成を５回追加実施した。

(5) 産後健康診査

産後健康診査の公費助成を一人あたり、上限２回実施した。

ア 受診票交付者数 1,079人

イ 受診者数及び受診結果

(6) 乳児一般健康診査

３～４か月児及び９～10か月児を対象に乳児一般健康診査受診票を交付し、医療機関に健康診査を委託し実施した。

ア 受診状況

イ 受診結果

(7) 妊婦一般健康診査費用助成金制度

里帰り出産などの理由で、本市に住民票を置いたまま、委託外の医療機関又は助産所において妊婦健診を受ける場合に、

市の定める助成金を上限として健診費用を助成した。

対象人数 60人

助成金額 1,884,980円

受診票交付者数 受診者数（延べ）
受診結果（延べ）

異常なし 異常あり

16人 5人 4人 1人

受診者数
受診結果

異常なし 経過観察 要精検 要治療

１回目 797人 623人 171人 2人 1人

２回目 947人 819人 124人 3人 1人

受診票交付数 受診者

３～４か月児 1,074人 1,018人

９～10か月児 1,112人 1,042人

異常なし 要精密 要経過観察 要治療 既治療

３～４か月児 914人 19人 27人 4人 54人

９～10か月児 904人 18人 59人 0人 61人



(8) 産後健康診査費用助成金制度

里帰り出産などの理由で、本市に住民票を置いたまま、委託外の医療機関又は助産所において産後健診を受ける場合に、

市の定める助成金を上限として健診費用を助成した。

対象人数 66人

助成金額 532,690円

(9) ６か月児健康診査

６か月児を対象に健康診査を行い、心身障がいや先天的な心臓疾患・整形外科的疾患などの早期発見や適切な治療・指

導に努め、併せて育児不安の強い母親に対する育児相談や離乳食・口腔衛生指導を行った。

また、絵本の読み聞かせによる子どもと保護者との触れ合いの促進等を目的に、ブックスタートを実施した。

ア 受診状況

イ 診断結果

６か月児事後健康診査の該当者はいなかった。

(10) １歳６か月児健康診査

１歳６か月児を対象に健康診査を行い、軽度の精神発達遅滞や視覚障がいや難聴などの異常を発見し、早期の治療、支

援につなげた。言語や認知発達など子どもの素因と親からのかかわりなどの環境要因の双方に注目して、広汎性発達障が

いや注意欠陥・多動性障がいなどへの早期支援や健康な生活習慣の獲得につながるよう歯科健診、口腔衛生指導、食事相

談、育児相談等を行った。 また、むし歯予防対策として希望者に対しフッ素塗布を行った。

令和３年11月より、２段階方式の健診を実施した。（集団健診受診後に個別健診受診）

※イ-診断結果については、令和６年３月末までに個別健診を受診した人数とする。

ア 受診状況

イ 診断結果

必要な者65人に対して１歳６か月児事後健康診査を実施した。

ウ 歯科受診状況

区分 対象者 受診者 受診率

６か月児健康診査 1,102人 1,084人 98.4％

異常なし 要精検 要経過観察 要治療 既医療（観察中・治療中）

911人 16人 35人 5人 117人

区分 対象者 受診者 受診率(集団)

１歳６か月児健康診査 1,154人 1,141人 98.9％

異常なし 要精検 要追跡観察 要治療 既医療（観察中・治療中）

886人 19人 83人 0人 64人

区分 対象者 受診者 受診率

精密健康診査 19人 16人 84.2％

区分 対象者 受診者 受診率

歯科健康診査 1,154人 1,141人 98.9％

フッ素塗布 1,154人 1,087人 94.2％



(11) ３歳児健康診査

幼児期において身体発育及び精神発達の面から最も重要な時期である３歳児を対象に、医師、歯科医師による総合的な

健康診査を実施し、児童の健全な育成のための指導を行った。また、むし歯予防対策として、希望者に対しフッ素塗布を

行った。

ア 受診状況

※小児科診察のみの受診者1人含む

イ 診断結果

必要な者43人に対して３歳児事後健康診査を実施した。

ウ 歯科受診状況

(12) ５歳児よなごっ子健診

発達・社会性・集団の場面での課題がある児童の早期発見・早期支援を開始するための気づきの場となること、児童の

より健全な育成のための支援に繋げ、保護者の就学への不安解消、児童への適切な対応や就学に向けての準備となること

を目的に実施した。

ア 一次健診

年度中に５歳に到達する全児童を対象とし、保護者へアンケート（ＳＤＱ）によるスクリーニング方式

保護者の回答を３段階で評価（支援の必要性が「低い」「いくらかある」「ある」）、結果を全保護者に通知した。

※医療機関通院中等で未回答１人

区分 対象者 受診者 受診率

３歳児健康診査 1,164人 ※1,148人 98.6％

異常なし 要精検 要経過観察 要治療 既医療(観察中・治療中)

780人 113人 177人 0人 78人

区分 対象者 受診者 受診率

精密健康診査 113人 82人 72.6％

区分 対象者 受診者 受診率

歯科健康診査 1,164人 1,147人 98.5％

フッ素塗布 1,164人 1,018人 87.5％

区分 対象者 返送者数 割合

一次健診 1,253人 1,166人 93.1％

区分 人数 割合

支援の必要性

低い 668人 57.3％

いくらかある 197人 16.9％

ある

(相談希望なし)
179人 15.4％

ある

(相談希望あり)
121人 10.4％



イ ５歳児相談会

一次健診の結果、支援の必要性があり、保護者が相談会を希望する場合、心理士・発達支援員等による発達・子育て

相談及び学校教育課指導主事による就学相談を実施した。

実施回数 16回

参加者 80人

ウ 二次健診

一次健診の結果、支援の必要性があり、かつ保護者が医師の診察を希望する場合、児童・保護者に対し、医師相談、

子育て相談、心理・発達相談、就学相談を実施した。保護者の希望がある場合は園の保育者も同席した。

(13) 健康教育

(14) 健康相談

(15) 家庭訪問

区分 実施回数 参加者

二次健診 12回 37人（うち園の同席18人）

区分 回数 延人員 備考

離乳食 33回 318人 ５～６か月児と８～９か月児を対象に実施した。

のびのび親子教室 12回 141人
１歳６か月児健診の事後健診対象児とその保護者を対象に発

達を促すための運動・助言・情報交換を行った。

区分 開催回数 来所 電話 備考

マタニティー

＆

ベビー相談

276回 359人 271人
育児に関する相談及び妊婦に対する健康相談を実施した。

月～金曜日

区分 開催回数 延人員 備考

赤ちゃん

すくすく相談
12回 491人 育児、栄養、歯科等の相談を実施した。

区分 保健師 栄養士 心理士 計

妊婦 18人 0人 6人 24人

産婦 294人 1人 0人 295人

新生児 57人 1人 1人 59人

未熟児 3人 0人 0人 3人

乳児 391人 32人 1人 424人

幼児 138人 8人 10人 156人

その他 13人 0人 13人 26人

計 914人 42人 31人 987人



(16) 来所相談

(17) 電話相談

(18) ケース会議

(19) 歯科衛生委託事業

鳥取県西部歯科医師会に業務委託し、歯科衛生士３～４名により次のとおり事業を実施した。

ア １歳６か月児を重点とした歯科健診及び事後措置

イ 乳幼児及びその保護者に必要な保健指導及び予防活動

ウ その他口腔衛生の向上に必要な事業

区分 保健師 栄養士 心理士 計

妊婦 8人 0人 0人 8人

産婦 19人 1人 0人 20人

新生児 2人 1人 0人 3人

未熟児 1人 0人 0人 1人

乳児 72人 26人 4人 102人

幼児 77人 13人 43人 133人

その他 4人 0人 22人 26人

計 183人 41人 69人 293人

区分 保健師 栄養士 心理士 計

妊婦 64人 0人 0人 64人

産婦 120人 0人 0人 120人

新生児 5人 0人 0人 5人

未熟児 8人 0人 0人 8人

乳児 377人 85人 8人 470人

幼児 498人 37人 56人 591人

その他 29人 2人 11人 42人

計 1,101人 124人 75人 1,300人

区分 保健師 栄養士 心理士 計

妊婦 11人 0人 0人 11人

産婦 3人 0人 0人 3人

新生児 0人 0人 0人 0人

未熟児 0人 0人 0人 0人

乳児 13人 0人 0人 13人

幼児 19人 0人 0人 19人

その他 7人 0人 5人 12人

計 53人 0人 5人 58人



(20) 産後ケア事業

産後１年未満で、必要な支援が受けられず強い育児不安のある者に対し、委託産科医療機関等にて実施した。

※ ショートステイ・デイケアの利用は、重複する場合あり

(21) 産後ヘルプ事業

出産直後の産婦及び多胎で出産した乳児を養育する母親で、家事等の援助を行う者がいない家庭に対し、ケアサービス

米子からヘルパーを派遣し、産後の生活支援を実施した。

利用者数 15人

総利用時間 134時間

(22) はじめてばこ事業

赤ちゃんの生まれた希望する家庭に、鳥取県生活協同組合の協力を得て食品・生活用品を送付した。

件数 950件

(23) 新生児聴覚検査費助成事業

経済的な理由により新生児聴覚検査を受診することが困難な世帯に対し、新生児聴覚検査費の助成を行う事業。

申請件数 2件

助成金額 14,000円

(24) 出産・子育て応援交付金事業

妊娠届出時、赤ちゃん訪問時等に面談の実施及び各5万円の給付を行った。

件数 2,682件

利用実績 利用実人数

ショートステイ 236日 76人

デイケア 531日 175人



２ 利用者支援事業

「こども総合相談窓口」において、母子保健と子育て支援の観点で相談に応じ、妊娠期から乳幼児期、学齢期まで、利用

者に寄り添った切れ目のない支援を行った。

(1) 相談種別相談件数

(2) 年齢構成別相談件数

３ 発達支援事業

(1) 相談支援

幼児の発達等について気になっていることや心配なことがある保護者及び保育者を対象に相談を実施した。

月

区 分
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

妊娠・出産に関すること － － － － － 1 － 1 1 2 3 1 9

親・子の心身に関すること 7 7 12 11 6 9 10 7 21 9 18 10 127

家族に関すること － － 2 － － － － 1 1 － － － 4

育児に関すること － 4 1 － 1 2 1 1 － － 2 4 16

園・学校に関すること 1 8 6 2 1 7 3 2 2 1 2 5 40

諸手続きに関すること 3 － 1 2 3 1 1 3 7 4 5 6 36

その他 4 5 6 1 9 13 3 3 10 3 5 6 68

総 計 15 24 28 16 20 33 18 18 42 19 35 32 300

月

区 分
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

乳幼児 9 14 14 10 13 19 6 9 24 13 19 14 164

小学生 1 4 6 3 2 6 5 2 6 2 4 5 46

中学生 － － 2 － 3 4 3 1 4 － － 1 18

高校生・その他 － 2 － － 1 － － － 1 － 3 － 7

１８歳以上 5 4 5 3 1 1 3 5 6 2 5 12 52

妊婦 － － 1 － － 1 1 1 － 2 4 － 10

不明 － － － － － 2 － － 1 － － － 3

総 計 15 24 28 16 20 33 18 18 42 19 35 32 300

区 分 回 数 延人員 備 考

巡回相談 151回 129人
保育施設等に発達支援員、心理士、保育リーダー、教育委員会指導

主事、ＬＤ等専門員、保健師が出向き相談に応じた。

発達相談 6回 20人
保健センターにて医師の診察を実施し、心理師、保育士、発達支援

員、教育委員会指導主事が相談に応じた。



(2) 発達支援教室

(3) １年生アドバイザー活用事業

１年生アドバイザーが、就学前の支援が就学後も切れ目なく行われるよう小学校を訪問して、１年生学級経営等に関す

る相談を受け、学級担任や管理職等に対して、助言やサポートを行った。また、就学に向けて課題のある園児に対する支

援等を、園に対して助言やサポートを行った。

ア 相談内容

・１年生への支援（学級経営、スタートカリキュラム、授業づくり、支援への助言等）について

・１年生に関する校内支援体制について

・入学前後の移行支援について

・個別の教育支援計画、就学支援シート等引き継ぎツールの活用について など

イ 訪問回数

区 分 回 数 参加人員 備 考

なるほど

子育て術

講座 3回×1クール 5人

子育てに困難さを感じている保護者や、発達が気に

なる保護者が適切なかかわりや工夫を学ぶ。(５回シ

リーズで募集したが、定員に達せず申し込み期間を

延長し３回で実施。）

講座修了者への

フォローアップ
1回 2人

これまでに講座に参加したことがある保護者を対象

に、近況報告や相談等を行うフリートーク形式のフ

ォローアップを行った。

（未就園児等も来所可、託児なし）

訪問先 小学校（全２３校） 幼稚園・保育所等 合計

訪問回数(延べ) 229 91 320



４ 家庭児童相談室運営事業

(1) 相談件数

ア 経路別

イ 相談種類別

区

分

都道府県 市町村

児童福祉施

設・指定医療

機関

警
察
等

保健所

又は医

療機関

学校等

里
親
民
生
・
児
童
委
員

家
族
・
親
戚

近
隣
・
知
人

児
童
本
人

そ
の
他

計

児
童
相
談
所

福
祉
事
務
所

そ
の
他

福
祉
事
務
所

保
健
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

保
育
所

児
童
福
祉
施
設

指
定
医
療
機
関

保
健
所

医
療
機
関

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

学
校

教
育
委
員
会
等

男 36 － 2 43 42 4 15 4 － － － 10 3 32 23 1 － 53 3 － 2 273

女 30 － 1 29 53 2 17 3 － 2 － 10 4 35 19 － － 35 7 1 4 252

計 66 － 3 72 95 6 32 7 － 2 － 20 7 67 42 1 － 88 10 1 6 525

区

分

養護相談
保

健

相

談

障がい相談
非行

相談
育成相談

そ

の

他

の

相

談計

児
童
虐
待
相
談

そ
の
他
の
相
談

肢
体
不
自
由
相
談

視
聴
覚
障
が
い
相
談

言
語
発
達
障
が
い
等
相
談

重
症
心
身
障
が
い
相
談

知
的
障
が
い
相
談

発
達
障
が
い
相
談

ぐ
犯
行
為
等
相
談

触
法
行
為
等
相
談

性
格
行
動
相
談

不
登
校
相
談

適
性
相
談

育
児
・
し
つ
け
相
談

計 88 392 － － － － － － － 2 1 27 15 － － － 525



(2) 処理件数（相談種類別）

５ 女性相談事業

(1) 専任の女性相談員を配置し、女性の様々な悩みに対応するとともに、ＤＶ被害者の早期発見・支援を図った。

令和５年度女性相談件数（相談者からの相談に関する関係機関内での共有を含む）・・・796件（うちＤＶ件数276件）

ア 相談形態

区 分

処 理 件 数

面 接 指 導 児
童
相
談
所
送
致

知
的
障
が
い
者
福
祉
司
・
社
会
福
祉

主
事
指
導

助
産
又
は
母
子
保
護
の
実
施
に
係

る
都
道
府
県
知
事
へ
の
報
告

そ

の

他

計

助
言
指
導

継
続
指
導

他
機
関
あ
っ
せ
ん

養護

相談

児童虐待相談 2 75 － 1 － － 10 88

その他の相談 116 265 4 － － － 7 392

保 健 相 談 － － － － － － － －

障

が

い

相

談

肢体不自由相談 － － － － － － － －

視聴覚障がい相談 － － － － － － － －

言語発達障がい等相談 － － － － － － － -

重症心身障がい相談 － － － － － － － －

知的障がい相談 － － － － － － － －

発達障がい相談 － － － － － － － －

非行

相談

ぐ犯行為等相談 1 1 － － － － － 2

触法行為等相談 － 1 － － － － － 1

育

成

相

談

性格行動相談 12 14 － 1 － － － 27

不登校相談 6 8 1 － － － － 15

適性相談 － － － － － － － －

育児・しつけ相談 － － － － － － － －

そ の 他 の 相 談 － － － － － － － －

計 137 364 5 2 － － 17 525

来 所 電 話 巡回相談・出張 その他（FAX・メール） 計

163 361 54 218 796



イ 相談内容

(2) ＤＶ予防教育・啓発

ア 女性相談員が鳥取県ＤＶ予防啓発支援員に登録し、児童養護施設においてデートＤＶ予防学習を行い、予防教育・啓

発に努めた。

令和５年度実施回数・・・２回

イ 窓口にＤＶ防止・啓発ポスター、チラシの設置、庁舎女子トイレ個室に相談窓口の掲示など啓発に努めた。

６ 児童福祉関係

(1) 児童発達支援センター

※初日在籍人員は、初日入所人員を含む。

(2) 障がい児相談支援事業

障がいのある児童が障がい福祉サービスを利用するにあたり、サービスを利用するための計画作成、モニタリング等を

行った。

・令和５年度末現在の受託件数・・・35件

(3) 家庭療育支援講座

Ｄ
Ｖ
（
夫
等
の
暴
力
）

そ
の
他
の
暴
力
（
親
族
含

む
）

家
庭
不
和

離
婚
問
題

経
済
関
係
（
生
活
困
窮
・
サ

ラ
金
・
借
金
）

医
療
関
係
（
病
気
・
精
神
的

問
題
）

子
ど
も
の
問
題

ス
ト
ー
カ
ー
被
害

住
居
問
題

人
身
取
引

そ
の
他

計

276 58 － 21 54 73 23 － 54 － 237 796

月

区分
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

初 日 在 籍 人 員 22 22 23 23 23 24 24 24 25 25 26 26 287

入所人員

初 日 22 － － － － － － － － － － － 22

月中途 1 1 － － 1 － － 1 1 1 － － 6

退 所 人 員 1 － － － － － － － 1 － － 10 12

区 分 回 数 参加人数 備 考

ペアレント・

トレーニング
講座 2回 3人

児童発達支援センターあかしやを利用している保護者を対象に、

全2回の連続講座を行った（1月）。



７ 地域子育て支援センター事業

(1) 利用者数（延人員） 単位：人

(2) 相談件数（延件数） 単位：件

内訳：開放日利用時相談3,631件、電話相談79件、来所相談20件

(3) 子育てサークル等支援回数（延回数）

福原子育

て支援セ

ンター

弓ヶ浜子

育て支援

センター

子育てひ

ろば支援

センター

よどえ子

育て支援

センター

キッズタ

ウン子育

て支援セ

ンター

新開子育

て支援セ

ンター

箕蚊屋子

育て支援

センター
月計

4月 395 209 410 281 246 617 176 2,334

5月 499 164 325 177 269 601 132 2,167

6月 506 238 410 275 333 690 177 2,629

7月 521 261 424 411 322 815 225 2,979

8月 455 320 373 370 408 599 267 2,792

9月 537 277 498 426 357 780 243 3,118

10月 477 203 387 363 333 679 370 2,812

11月 474 218 396 365 341 694 232 2,720

12月 404 181 363 302 335 680 261 2,526

1月 450 188 394 290 310 687 235 2,554

2月 638 204 456 360 437 802 246 3,143

3月 692 228 336 411 361 655 302 2,985

合計 6,048 2,691 4,772 4,031 4,052 8,299 2,866 32,759

体
・
成
長

行
動
・
性
格

生
活
・
し
つ
け

食
事

健
康

就
園

子
育
て
情
報

子
そ
の
他

自
分
の
こ
と

家
族
の
こ
と

サ
ー
ク
ル

そ
の
他

合
計

264 342 288 571 156 590 601 191 252 130 199 146 3,730

支援回数（回） 支援内容

センター内支援 282 サークル、０歳児対象日、マタニティデイ、多胎児対象日

センター外支援 121 公民館等出張サークル支援



(4) 子育て及び子育て支援に関する講習等の実施（各支援センター月１回程度開催）

子育て講座

・親子ヨガ、体操

・ベビーマッサージ

・リトミック

・電車を利用した遠足、公園等の散歩

・来年度入園説明会（米子市担当課による相談会）

・栄養士、保健師による相談会

・助産師による講座と相談会

・県立ハローワークによる就職相談会

・ファミリー・サポート・センターＰＲ＆ふれあい遊び 他


